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山口県宇部市
●●● ●●●●●●●
上宇部中学校
学校運営協議会 宇部市立上宇部中学校

　平成 24年度に文部科学省からコミュニティ・スクールの研究指定を受け、設置に向けて 2年間の研究に取り組んで
きた。
　平成 26年度より学校運営協議会が設置され、地域・保護者とのWin-Win の関係づくりに取り組んでいる。
　平成 27年度は、学校運営協議会を 4回開催し、教育目標や経営方針、学校評価、地域・保護者との連携・協働につ
いて話し合った。
　また、小・中合同の学校運営協議会（夢たまごネット協議会）を年 3回開催し、「学習支援」、「健康安全」、「環境美化」、「地
域連携」の 4つの部会に分かれ、共通テーマである「地域を愛し、地域に愛される児童・生徒の育成」に向けた取組事
項について協議した。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
　上宇部中学校では、「地域を愛する子供の育成」という観点から、地域貢献に力を入れている。
　地域の運動会や文化祭、夏祭りなどに生徒が運営ボランティアとして準備や片付けなど地域の方と一緒に活動しているほか、月 1
回の部活動単位による地域の清掃活動を行っている。
　また、地域の老人施設での交流会には、吹奏楽部、茶道部、家庭科部、放送部が参加し、地域と連携・協働した活動を行った。
　昨年 12月には、地域のふれあいセンターが主催する「元気まちづくり in かみうべ！」の研修に中学生が地域の方とともに参加し、
中学生ならではの発想でまちづくりについて意見交換を行った。

【実施に当たっての工夫】
　地域のふれあいセンターや各団体との連携・協働を強化し、地域主催行
事の準備や運営、人材の発掘等についての情報交換を密に行った。
　また、部活動単位での地域清掃活動では、毎月清掃活動期間を設け、各
部が取り組みやすい日程を組んで実施するなど、部活動の顧問が先頭に
立って活動の推進をしている。
　さらに、来校者を増やす仕掛けの一つとして、ふれあいセンターが中心
となって実施している生涯学習講座「上宇部学び舎・まなびーや」への中
学生の参加、教職員の講師引き受け、会場の提供等により地域の方が学校
に来やすい環境づくりに取り組んでいる。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●

　地域の方との関わりの中で、あいさつや言葉遣い等の生活習慣が大きく
改善され、地域の方から褒められる場面も多くなり、生徒の自己有用感が
かなり高まった。
　「まちづくり」研修では、参加した生徒一人ひとりが地域の課題や今後
の在り方について改めて考え、地域づくりに積極的に関わろうとする姿勢
が見られるようになった。
　地域行事の準備・運営等、清掃活動に参加する生徒が増え、地域の方か
ら感謝の声が多く聞かれるようになった。それが様々な面で生徒の意欲向
上につながっている。
　生徒の地域における活動が、住民による地域活動の活性化を促すなど、
学校と地域のWin-Win の関係づくりが進んでいる。

こんな
活動です

元気な学校、活力ある地域づくり
～　地域貢献の充実　～
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学校支援
活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール ●

指定日 委員数 児童生徒数 学級数
平成 26 年 4 月 1 日 19 人 431 人 17 学級




